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【要旨】
平成27年12月21日の中央教育審議会『チームとしての学校の在り方と今後の改善
方策について (答申)』 の中で「チームとしての学校」というキーワードが示された。
この「チームとしての学校」とは、学校教員だけではなく、家庭や地域の人たちも学校
教育への参加を促すような学校づくりにすることを目的としている。すなわち、社会の
変化とともに生徒に関わる様々な問題が起こつており、それらは、必ずしも学校教員だ
けで解決することのできる問題ばかりではない。このような意味でも「チームとしての
学校」づくりが重要になつてくる。
本研究では、小規模校でもあるA中学校を研究対象とした。A中学校では、学校と
地域が交流して行うボランティア活動が大きな特色になつている。そのボランティア
活動とは、校区内にある重要文化財を見学に来た観光客に、A中学校の生徒がガイド案
内をするというボランティア活動である。生徒の参加は、任意ではあるが、毎年新入生
も加わり、活動の運営も学校と地域が行つている。学校と地域が関わることで生徒の地
域への愛着やコミュニケーション能力を育てたり、また、居場所づくりや地域資源の活
用の促進を図つたりすることにも繋がつていると考える。このような点において、今後
の「開かれた学校」としてのモデルの1つとなりうるであろう。分析方法は、ボランテ
ィア活動に関わつているA中学校の教員と地域のB指導員の方へのインタビュー調査
を行い、そこから得られたデータを「SCAT分析」法を活用し、その分析と理論化の
過程を経てボランティアガイドが生徒に及ぼす効果と課題の整理を行つた。また、ここ
で出た課題に対して、筆者自身の提案を、生徒の活動に視点を置き提示した。新しい活
動を取り入れることでさらなる活動の発展に寄与することが出来ると考える。
1.はじめに
(1)問題意識
実地研究 Iでは、学校の行事に地域の方が積極的に関わつている光景を観察した。例
えば、生徒が町の情景を詠んだ俳句を、町の重要有形文化財内に掲示し、総合的な学習
の時間に見学に行く活動や地域の方が部活動の指導を行つているといつたことがあつ
た。学校教育の中に地域の住民が関わつており、共に生徒の育成を行つていると感じた。
その中でも特に、地域の重要有形文化財を見学に来られた観光客にA中学校の生徒がガ
イ ド案内をする活動に関心を持つた。この活動の良さは、自分の住んでいる町の文化財
を地域の方の指導により他の地域の人に伝えていく事と幅広い年齢層の方や初対面の
観光客との触れ合いである。最近では、A中学校の活動が注目され、新聞やテレビでも
紹介されている。
平成27年12月21日の中央教育審議会「チームとしての学校の在 り方と今後の改善
方策について (答申)」 の中で「チームとしての学校」というワー ドが出てきた。学校
だけではなく、家庭や地域社会にも視野を広げる必要性があることを述べている。この
「チームとしての学校」とは、学校教員だけではなく家庭や地域の方も学校教育に参加
を促すような学校づくりにすることを目的としている。すなわち、社会の変化とともに
生徒に関わる様々な問題が起こつており、それらは、必ずしも学校教員だけで解決する
ことの出来る問題ばかりではない。このような意味でも「チームとしての学校」づくり
が重要になつてくる。しかし、「チームとしての学校」体制を構築していくことは、課
題解決のみを重視するものではなく、生徒の育成などにも寄与するのではないかと推測
した。そこでA中学校のボランティアガイ ドを研究していくことで、生徒に与える影響
や利点が明らかになつていくと考え、本研究を進めていつた。本研究では、主に、A中
学校のボランティアガイ ドについて研究を進めていき、活動が生徒に与える影響と活動
の問題点の整理をしていく。そして、その活動の問題点に対する提案を提示する。
(2)実地校の実態
実地研究 Iでクラス数が3学年合わせて5クラス (3年生が2クラス、2年生が2ク
ラス、 1年生が1クラス)の全校生徒 142人のA中学校で実習を行つた。
A中学校の生徒の特徴としては、幼稚園・小学校・中学校と少ない集団で生活してい
るため、仲間意識が強い。通学形態もほとんどの生徒が自転車で通学している。しかし、
同じ学校校区にもかかわらず通学時間がかなり違うほど、町同士の距離が離れている地
区もある。また、A中学校の特徴的なところは学校と地域とが密着して教育活動を行つ
ていることである。小学校の総合の時間では、地域の文化財や町の歴史を調べる授業を
行つている。そのため、校区内には有名な文化財が2つあるが、それを全校生徒のほと
んどが認知している。学習面以外でも中学校の生徒が地域の方と関わる場面がたくさん
あり、体育大会では地域の方と生徒が一緒に踊るフォークダンス、また夏休み期間中の
夏祭 りの運営ボランティアにも中学校の生徒が参加している。
だが、課題も挙げられる。幼稚園・小学校・中学校と同じメンバーの小さい環境の中
で生活してきている為、生徒は自分の知らない集団の中での活動やコミュニケーション
を自分から率先していこうとする生徒は少なく、引つ込み思案の生徒が多い。自分の知
らない集団内で自分らしさを出せるようにすることが課題である。
(3)実地校のボランティアガイ ドの概要
A中学校の生徒のガイ ドスター トは平成 23年からである。平成 23年、 1年生の総
合的な学習の時間として、調べもの及び見学を機に同年の夏休みにボランティアガイ ド
を募集し1年生の6名が参加しスター トした。そして、勉強会を重ね平成 23年11月
23日に一般観光客へのガイ ドを開始した。その年から毎年任意で募集を募り、現在 (平
成 26年)では3学年男女合わせて 16名の生徒が参加している。活動は月1回で、夏
休みなど行事がある場合は、月2回行うこともある。ボランティアガイ ドの活動は、部
活動ではないため、原則部活動が優先である。そのため、現在ボランティアガイ ドに参
カロしている生徒の半分以上の生徒がテニス部所属であるので、テニス部の試合がボラン
ティア日と重なつている場合は、かなり参カロ人数が少ない時もある。また、最近では英
語でのガイ ドも始めている。英語でのガイ ドは、A中学校のALTの先生や英語の教諭
が指導を行つている。現在は、英語でのガイ ドがボランティアガイ ドでの大きな特色と
なつている。
(4)ボランティアとは
ボランティアについて厚生労働省が出している定義では、「自発的な意志に基づき他
人や社会に貢献する行為」を指してボランティア活動と言われており、活動の性格とし
て「自主性 (主体性)」、「社会性 (連帯性)」、「無償性 (無給性)」 等があげられる。1)」
のボランティア活動には主にこの3つの性質があると述べられている。
さらに寺山は、「1995年1月7日に起きた阪神淡路大震災で、多くのボランティ
アによる救助活動の様子がメディアを通して伝えられ、『ボランティア元年』『ボランテ
ィア革命』などという言葉を生んだ。そして、以降ボランティアヘの関心に繋がった2
)」 と述べている。自発的に他人のために貢献したいという姿がテレビを通して私たち
に伝えられ、現在のボランティア活動に定着していったのであろう。このような影響を
受けて、教育現場もボランティア活動を注目するようになり、平成20年度版の学習指
導要領から初めて、「ボランティア」という言葉が載るようになつた。ボランティアと
いう用語は特別活動の中の勤労生産・奉仕的活動の中に記載されている。小学校 。中学
校 。高等学校のどの校種においても奉仕活動の記載内容は同じであり、「ボランティア
活動などの社会奉仕の精神を養 う体験が得られるような活動を行うこと。」と書かれて
いる。
また、小学校 。中学校 0高等学校の内容項目の欄にもボランティア活動などの社会体
験を積極的に取り入れる事と記載されている。このころから徐々にボランティア活動が
教育的意義を見出したと言つても過言ではないだろう。
よつて、ボランティア活動を通して何を得たかを生徒自身に実感させることが、今後
よリー 層重要になつてくるだろう。
(5)ボランティアがもたらす効果
ボランティア活動を経験することによる影響について、妹尾は、「人に対しての思い
や り」、「活動を通して自分自身が成長できた」や「対象者やほかのボランティアから様々
なことを教えられ、勉強になつた」などといつた、自分自身の成長に関する成果がある」
3)と述べている。特に、若者は、ボランティアを通して得た成果を、「人に対して思い
やることが意識づいた」「活動を通して自分自身が成長できた」「対象者や他のボランテ
ィアから様々な事を教えられ勉強になつた」といったことがある。
また、同じく妹尾は「活動参加が自発的な意思決定によるかどうかに限らず、ひとた
び活動に参加 し、その活動を通じて自らの行動の役立ちが実感出来れば、活動に満足し、
ボランティア活動を継続することが出来る3)」 とも述べてある。
(6)学校を「協働の広場」と位置付けた地域ボランティアの促進
近年、ボランティア活動が活発になり、ボランティア経験のある人が増加 してきてい
る。その中で、学校支援地域本部事業の拡大やボランティアコーディネーター制度の導
入により学校を活用し、地域と方々児童生徒、教員が一緒にボランティアを行 う活動が
注目されてきている。学校をフィール ドと位置付ける意義としては、個人、保護者、地
域団体、NPOなど様々な地域の存在にとつて共感・協力を得やすいテーマであり、ま
た学校教育の活動はボランティア活動の場を生産しやすいこと、体験活動ボランティア
活動支援センターにおいて連携の実績があることなどの点を踏まえ、学校をボランティ
アのフィール ドと位置付け、様々な地域の存在を巻き込んだ地域ボランティアの体制を
構築できることである。このような意義を確立させるためには、必要な条件があると考
える。では、どういつたことが必要になつてくるのだろうか。
学校と地域が連携することでメリットを生じさせるために必要な点を、文部科学省が
2点挙げている。それは「1点目は、学校側の負担の軽減である。現状において、学校
をフィール ドとするボランティアを促進する上では学校、教師の負担の大きいことが課
題となつている。学校ボランティアヘの先進的な取り組み事例においても、教師の負担
軽減を図る事例が見られている。そして、全国のこれら成功事例の背景には学校とNPO
など地域とが信頼関係を構築できたことが条件といえる。これらの教訓を参考に、体験
活動ボランティア活動支援センターを、ボランティアと学校を結ぶコーディネーターと
しての役割を果たす存在と位置付け、学校での総合学習、課外活動、放課後などの機会
に対して、体験活動ボランティア活動支援センターが、どのようなボランティアの参加
が行ないうるかを咀嘆し、各種団体や個人に情報発信、協力の呼びかけを行なうことが
想定される。さらにこれらの活動に関心があり、学校と信頼関係が構築できるNPO等
の情報を体験活動ボランティア活動支援センターが整理し、学校に利用しやすい形式で
提供していくことが必要である。2点目は、学校との連携である。学校が総合学習など
の機会に地域の資源や人材を活用したり、逆に地域が学校を支援する上で、相互理解が
不可欠である。しかしながら、現状では公立学校の教員は転勤があることもあり地域の
実情を必ずしも把握していないことも考えられ、一方で地域も学校の活動については必
ずしも把握していない。4)」と述べている。学校と地域が一緒に活動を行 うだけではな
く、組織体制を整えたうえで、活動を行 う事が絶対条件になつてくるであろう。
(7)学校支援地域本部
これからの教育は、学校だけが役割と責任を負 うのではなく、これまで以上に学校、
家庭、地域の連携協力のもとで進めていくことが不可欠となつている。そのため平成
18年に改正された教育基本法には、第 13条に「学校、家庭及び地域住民その他の関係
者は、教育におけるそれぞれの役割と責任を自覚するとともに、相互の連携及び協力に
努めるのもとする5)」と、学校、家庭及び地域住民等の相互の連携協力の規定が新設さ
れた。現在では、核家族化等、子どもたちの取り巻く環境が大きく変化してきている。
そういつた中で、学校教育だけではなく、家庭や地域住民にも役割を与え、連携して教
育を行つていく必要があるだろう。そういつた連携を通した教育を行つていく体制の一
つとして学校支援地域本部が提案された。学校支援本部事業は平成20年度～22年度
の3年間、文部科学省から地方公共団体への委託事業として、全国のいくつかの地域が
事業を行 うモデル地区に指定され、そこで国の事業として十分に予算も与えられ実施さ
れてきた。平成23年度からは補助事業に移行し、予算面でも国、都道府県、市町村が
3分の1ずつ補助する事業形態となつた。同時に事業としても単独のものとして扱われ
なくなり、「学校・家庭・地域の連携による教育支援活動促進事業」の1つという位置
づけとなつた。A中学校は、この学校支援地域本部事業として活動は行つていないが、
学校と地域の連携という視点から見ると参考になると考える。ボランティアガイ ドでは、
学校と地域が連携・協力して活動を行つているため、学校側と地域側の役割が必ず出て
くるだろう。よりよい学校・地域連携を進めていくには、そうした各役割をしっかりと
定めて活動を行つていく事が鍵になつていく。
(8)研究の目的
本研究では、学校と地域が連携することによる活動の利点と課題を整理する。そして、
さらにより良い活動にしてくための方策を探求し、提案していく。ボランティア担当教
員と地元のボランティア指導員の方にインタビュー調査を行い、SCAT分析法で得ら
れたデータとボランティア活動日の観察から明らかにしていきたい。
2.研究方法
(1)研究対象
兵庫県の市立A中学校の月1回定期的に行われているボランティア活動を研究対象
とする。
(2)ボランティア担当の教員と地元のNPO法人の方Bへのインタビュー調査
A中学校のボランティア活動を通して、どのようなことを学んでほしいのか、課題と
感 じていること活動のメリットに関するインタビュー調査を行つた。このボランティア
活動の指導を行つている教員 1名と活動での直接的指導を行つている地元のNPO法
人の方1名を対象とした。
(3)インタビュー内容
インタビューは、1対1で行い、4項目について質問を行つた。
①活動を通してどのような力を生徒に身に着けてほしいと思つていますか。
②活動における課題と感じることはありますか。
③この活動を通して変容したと感じた生徒はいますか。
④学校と地域が連携してボランティア活動を行うメリットは何だと思いますか。
(4)SCAT分析を利用する意義
本研究では実地研究校が小規模校であるため、ボランティアに関わつている教員や地
域の方、生徒数が少ない。そのため、データでの量的分析では十分に分析が出来ないと
判断し、インタビューを基に分析を行 う質的データ分析を行つた。質的データ分析の代
表は、グラウンデッド・セオ リー であるが、データを比較するサンプリングの数が限ら
れており、その方法では分析が適切に出来ないと考え、本研究では、SCAT分析を採
用した。SCAT分析は、一連の作業 (分析と理論化)を進めていく中で分析者が振 り
返 り、再検討していく分析方法である。そのため、限られたデータに対しても、質的デ
ータ分析が可能であるとも考えたためSCAT分析を行つた。
(5)SCAT分析を用いたデータ分析
SCAT分析とは、(S teps for Codiug and Theorization)の略である。分析の手法
としては、大谷の論文より、「観察記録や面接記録などの言語データをセグメント化し、
そのそれぞれに、<1>データの注目すべき語句、<2>それをそれを言い換えるための
データ外の語句、<3>それを説明するための語句、<3>そこから浮き上がるテーマ・
構成概念の順にコー ドを考案して付していく4ステップのコーディングと、そのテーマ
や構成概念を紡いでス トー リー ・ラインと理論を記述する手続きとからなる分析手法で
ある。6)」 とされている。
この手順に則 リボランティア担当教員 1名とボランティア指導員1名からのインタ
ビューから得られたデータを (1)欄にテクス ト中から注目すべき語句を抽出し、(2)
の欄にさらに (1)の語句の言い換え、(3)欄に (2)欄を説明するような概念を記入、
(4)欄に今までの過程で得られた概念からテーマや概念を作成し、最後にそれらを基
にス トー リー ラインを作成した。
なお、今回の分析では、教員や指導員のインタビューから得られるデータを基に理解
し、まとめることが目的である為、理論記述は行わないものとした。
3.SCAT分析を用いたインタビューの分析
SCAT分析から得られたA指導員とボランティア担当教員のス トー リー ラインを
イタリック体の太字で記載している。イタリック体に続き、各項目の筆者の考察を記載
している。
(1)地域のA指導員・ボランティア担当教員へのインタビュー調査
(質問①)活動を通してどのような力を生徒に身に着けてほしいと思つていますか。
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を相手角霧ち のではなく、自分な夕|こ鰍 ι、″″ r´夕えれ
るような力を身=こ着ゲて″ιクし
易 請 ″、言われたことを鵜呑みだヂるのこ 稼 ぐ、背景を考
えたク、疑間を持つたクナろなと 様々な視点か夕 数 ろ力を
身に着ゲで″ιクし これらの力″、ガイ ハボ/~ンティアの″″
でもある様々な名″の方をの交
"や
観光客との教莞・教呪浄ラ
といつた活動の申で身
=こ
ついていくと推測 ιでいる。
ボランティア担当教員 :身
=こ
つゲさせたい能力のゴつβ″、あ椀″秋 や鈍彰秋 、ま
た、牛膨 以 と,艦だ会話カミ出来るといタコミュニターション
慮力である。このコミュニターション慮力′ま決められたことを
話ナのα 稼 ぐ、相手の 新 翅突 ぐ」電″やたわクヽ6なクヽ会話キこ
う対応 できる能力の事を指九 2つ′は、老場の物 を
″ク|こ思える′専2を高めて″レ ゝ文化″の事を深ぐ,議べ、
をの地域の人に夕えてぼιクゝ これらの能力な だス だの申で
の履 稼 クヽ余 膨 ″ で身tこ着けることができ、重要文化″の庄
慶
=こ
見学|こ来夕%溝″ 済 ク)方とιゃべることわ｀最 6コヾ
ュニターショノ驚力が身につぐと推測 ι″ 巧。
(考察)B指導員とボランティア担当教員の身につけさせたい力は、主にコミュニケー
ション能力や地域愛である。地域愛を育んでいると思われる活動はいくつかあつた。例
えば、ボランティアガイドの活動日に、地域の重要文化財を使用して観光客にガイド案
内を行 う。地域の重要文化財を自信を持ってガイ ドしている姿が観察から見られた。ま
た中学校・小学校の総合的な学習の時間においても、地域の町の歴史や文化財を調べる
といつた活動が行われている。このような活動を通して地域愛を育むきつかけにはなつ
ているだろう。
しかし、生徒に活動で学んだ事や楽しかつた事・面白かつた事といつた質問項目で自
由記述アンケー トを行つた。その結果、2年生と3年生で「1つ1つ成功していくと達
成感があるので楽しい」「初対面の人でも話が出来るようになつた」「意外と知識が増え
た」などの自身の能カアップの実感に繋がつていると記述した生徒の数は変わらなかっ
たが、「文化財の知識が増えた」「歴史に詳しいお客さんが資料には載つていない豆知識
を教えてくれたりして面白い」などの文化財に関する知識に関する記述は、3年生は多
く、2年生は少なかつた。この地域というキーワー ドの記述の数の差が出た要因の1つ
として、新聞やテレビの取材の要因が大きいと推測した。近年A中学校の取り組みが注
目されるようになり、新聞やテレビの取材などで多くの方に認知されるようになつた。
その取材を受けている生徒は3年生の生徒が多い。そのため、3年生の地域に関するキ
ーワー ドが高い要因は取材を通して地域への貢献等を確認・実感 しているのではないか
と考えている。取材の中でも取材を受けた3年生全員が地域への貢献を実感 している事
を話していた。毎年テレビや新聞の取材が来るのは難しい。そのため、来年度の2年生
の地域愛や貢献度等を実感させ、どう向上させていくかが課題になつてくるであろう。
そのためには、マスメディア以外での実感に繋がるような取り組みが必要になってくる。
課題を解決するためには、生徒が地域愛を育み、貢献度を実感できるような機会を学
校と地域、教育委員会が連携して作つていく事が必要になつてくる。具体的には、活動
の振 り返りの時間を多く設けたり、中学生がボランティアガイ ドに関わる必要性を提示
し、生徒に伝えていくなどの取り組みが必要にならてくると考える。
(質問②)活動における課題と感じることはありますか。
β脂導員 ′活動α襲鎌献、生徒のボランティア活動βだたぐさか 笏 勝
客′こ謝 してもらいたいことである。この続 ″、生徒 るシ
ニ/勿姥 酵 鑓 ιてクヽる問題点だ。約 り のがなでもたぐき
んの観光客の方が訪間 ιでぐださつた′″ 姥 ぐ潔 家 でぐれ
て嬉 レ ソ といつた内容の感想を書|ぐ生徒カミクヽろ。
ん ン ティア担当教員 r活動の周題点″、部活動との′窟蒻墜1観光客の数が少ないと
劇 象 り 絣 の つてしまラ義 また人数が少ないといラ″
"の
問題が大 許 しこの周層の〃賞だ/77ゲで活動βの変更や4Zr
を 多 蛯 クタつている.6つともつとたぐ多 姥 ス |こ周知 ιて
もらえるよ%こ地域と牧 夕寄委員会彬 滋力することが
大切|こなつてぐろ。
(考察)活動の問題点としては、観光客を集めるのに一番苦労しているという語 りがボ
ランティア担当教員、B指導員2名から出た。この問題`点を克服しようと地域と学校、
教育委員会が掲示板などを利用してたくさんの人に周知してもらえるように活動を行
っている。ボランティア担当教員からの語りから、今後も様々な周知方法を地域と教育
委員会と連携して実践していきたいという語りが出た。観光客をたくさん集め生徒に能
力を発揮する場の提供をしようと一生懸命なことがうかがえる。しかし、ここで重要に
なつてくるのが生徒の活動という視点である。生徒の活動という視点で考察していくと、
観光客の集客を増やすための取組に、生徒が関わつていない。現在の状況では、地域と
学校、教育委員会が集客した観光客にガイ ド案内をするという形態になつている。その
ため、観光客が来ない日は、生徒の「活動したい」という気持ちが満たされず、充実感
や達成感の実感に繋がつていないことが分かつた。そこで、この観光客の集客活動に生
徒も関わる取り組みはいいのではないかと考える。生徒同士が、集客のためのチラシを
作成して、どこでチラシを配布するのか、また、どのような形でチラシ配布が可能なの
かを話し合い、実践に繋げていく活動は、仲間との協力や課題解決に向けてみんなで知
恵を出し合い、実践していく力 (考える力)の育成にも繋がり、より良い活動になつて
いくのではないだろうか。ただし、このA中学校のボランティアガイ ドは部活動ではな
いため、どこまで実現できるかが確かではないが、生徒が集客活動に何らかの形で関わ
っていく活動は効果的ではないかと考える。
ボランティア担当教員は、観光客の集客数の課題に加え、生徒の参加人数の少なさも
課題を感じている。ボランティアガイ ドに参加している生徒の中は、部活動に少し気を
使つて参カロしにくい状況がある。また、ボランティアガイ ドに挑戦してみたいと思つて
いるが、途中からどのように入ればいいのか悩んでいるうちに参カロを諦めてしまった生
徒もいることが分かつた。筆者がボランティアガイ ドの様子を観察した際、1年生から
ガイ ドの勉強を行い、活動に参加していなければ、途中から参加していくことが困難だ
と感じられた。確かにA中学校は、小規模校であることもあり、ボランティアガイ ドに
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参加する生徒数にも限りがある為人数確保は難しい。しかし、人数を確保しようとする
と、部活動ではなくあくまでもボランティア活動であるため、教員から生徒に参加を促
すということは意味合いが変わってくるであろう。人数確保という問題は、今後さらに
難しくなつていく課題であろう。
また、上記の観光客の少なさ以外にもA指導員は、小さい問題であるがこんなことも
語つている。以下がA指導員のス トー リー ラインである。
B指導員 :ス・きレ｀籠 ′まなれベ ゴつ挙あ としたら間違つた情報をβでしまっている
鬱 鯵 ることである。様々れ υ い ろ中で指導の方法の動 にヽよる内容のデ
れや生徒勿 卿 ∽ 鬱 、また、先輩から受け継がれた情報だギャップカ｀ある。
そιで、それ 多 載 る時ι曙 粉
“
動 し ″ 嫁 いと間違 つた情報をお客様|こ
″えてしま夕。その彦Fをど夕″夕かヽハ難 の問題点 である。
複数いるガイ ド指導員の方によつても指導方法が違 う。違 うことによつて生徒の捉
え方も当然変わつてくるだろう。その修正をどのようにするかを問題視しているが、今
年からはこの問題に対しての解決策を展開している。B指導員も「この活動は部活動で
はないので、学校側に求めるのは意味が違 う。あくまでも学校と地域との交流である」
と述べていた。語 りからは、ガイ ドの指導は、地域のガイ ド指導員の役割であるため、
学校側にどこまでの要望が出来るのか悩んでいるような様子が見受けられた。部活動と
の兼ね合いがあり、また活動日が隔月であるため、ガイ ド内容の共有や指導の徹底が出
来ない点から生徒に伝える困難さを感じているのであろう。文部科学省も、「学校に対
して責任ある意見を述べる制度については、学校側、地域住民側の双方に抵抗感がある。
7)」と述べている。このような課題は全国共通して同じであることが分かる。解決の打
破には、双方が話し合 う場を設けたりする機会を設けることで、双方の遠慮の取り除き
や情報の共有につながるのではないだろうか。A中学校の場合は、あくまでもボランテ
ィア活動という形態なので地域側が、学校側に要望を行 うのは確かに抵抗がある。しか
し、語りの中で、B指導員の方の今後このボランティア活動をどう展開していきたいか、
また活動を有意義なものにするためにたくさんの方策を考えていることが分かつた。そ
の意見をどう反映していくかが今後のポイントになつてくると考える。
?
?
?
?
(質問③)この活動を通して変容したと感じた生徒はいますか。
この質問項目に関しては、.B指導員とボランティア担当教員の両方が同じ生徒 (生徒
C)を挙げていた。以下がボランティア担当教員のス トー リー ラインである。
ボランティア担当教員 : コスβな θ年前の男子の卒業生である。その生徒′まアイコ
ンタク ハバ 甥 稜 ぐ、クラスでも驚/7でヽ〃子と関わ ることが
ま 認 発 、物静かな女髪 彩 認 学茂生活を過ごιていた本当だ
ス と話をナるの滲ミ難 ιクヽ生″であった。そのよ夕な生徒力ゞ θ
手間ボランティアガス だを続けることで聞 認 つ ゲていき、淳
皮入討6屁孵 曖 C合格 ι″ つ た。高校入学髪 る、高夜紹介
D紙間 でもその笏
“
擁 ガ大勢のスルでノレゼンをしてク｀ろ
墓議燦霧
'さ
れ てクヽん
「特に変容したと思われる印象的な生徒は」という質問をした。ボランティア担当教
員からは複数の生徒が挙げられたが、1番初めに挙げられた生徒は、両名とも同じ生徒
Cであつた。このボランティアガイ ドに参加する生徒は、比較的人前でしゃべることが
得意な生徒が参力日してくるそうだが、生徒Cは印象に残るほど人前でしゃべることが苦
手な生徒であつたそうだ。1年生の時と3年生の時の姿が大きく違 うため、特に両名と
も印象に残つていると語つていた。この変容をもたらした大きな要因として2つ考えら
れるのではないかと推測した。
1つ日は、「褒める」「認める」といつた指導方針を展開していることである。そのた
め生徒の「自信」に繋がつている。このことについては、B指導員 0ボランティア担当
教員両名とも同じように述べていた。この活動では、どんな場合であつてもまずはその
生徒の良い所や 1日でよかつた点を挙げるような指導方法をとつているそうだ。休みが
ちな生徒に対して学校では、その生徒に寄り添う姿勢で臨むことはあるが、「褒める」
「認める」という関わり方をする機会は多くはないだろう。そういつた背景を踏まえる
と活動の指導方針が大きく寄与したのであろう。
2つ日は、役割を与えられていることである。学校生活の中でも係活動などで役割を
与えられることは多いが、そのほとんどが複数で行 う。しかし、ボランティアガイ ドの
ように1人で自身の住んでいる町を観光客にガイ ドすることで多くの人の役に立って
いると実感することが出来たのであろう。B指導員とボランティア担当教員の方のイン
タビューの中で何回も「自分の居場所を見つけたんだと思います。」と語つていた。こ
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の活動において「居場所」というキーワー ドが特に重要になつてくるということをイン
タビューを通して実感 した。杉本・庄司は、「居場所」の心理的機能として「被受容感」
「精神的安定」「行動の自由」「思考・内省」「自己肯定感」「他者からの自由」の6つの
因子からなつている9)」 と述べている。今回の2名の語りから生徒Bは特に、「どんな
場合でも褒める指導」や異年齢の方との交流、地域の方の生徒Bに対しての温かい声掛
けをしてもらえるという関わり方を通して、自分を受け入れてくれる他者がいると感じ
る「被受容感」と無理をしないで本当の自分でいられる状態「精神的安定」を強く実感
することが出来たのではないかと推測した。そして、ガイ ドという役割を与えられると
いうことで「自己肯定感」の獲得に繋がつたのであろう。これらの過程を経て最終的に
自信を徐々に獲得していつたのであろう。そして、高校進学後も、人前でプレゼンテー
ションが出来るまでの能カアップに繋げることが出来たと考える。
ボランティア担当教員の語 りの中では、上記の生徒C以外にも生徒Dの変容も印象的
であると述べている。この生徒も生徒C同様おとなしい性格であつたが、学校を休む回
数が生徒Cよりも少し多かったそうだ。学校を休む理由として特別な理由はなかつたそ
うだが、言われたことが気になつてしまつたりする傷つきやすい生徒だつたそうだ。し
かし、その生徒もボランティアガイ ドを3年間続けることにより「自分の居場所」を見
つけ「自信」に繋げることが出来ている。 1・2年生は、学校を休みがちであつたが、
3年生に入つてからは、ボランティアガイ ドでの自信が学校生活でも生かせるようにな
り、学校を休まなくなるまでに至っている。そして、最後は生徒会にも立候補するまで
に成長したそうだ。このように、ボランティアガイ ドで自信をつけてから学校生活に生
かしていく変容を見せたのは、比較的男子生徒が多い傾向があることが分かつた。
ボランティアガイ ドを通して何事も積極的に物事に関わろうしている生徒の事例も
出てきた。将来世界的にも有名なハーバー ド大学に行きたいというある女子生徒は、語
学力を高めるために、昨年から英語のガイ ドに挑戦している。また、去年の3年生のボ
ランティアガイ ド参加者は女子生徒6人であつたが、そのうち4人が生徒会に立候補し、
学校の代表として頑張つていた。今年の2年生に関しても、生徒会に立候補者の約半数
がボランティアガイ ドの参加者である。生徒会以外でも文化部所属の生徒は文化発表会
でパー トリー ダーを担当したり、クラスの全員の前でア ドバイスをしたりと活躍してい
る。このように人の前に出て、リー ダー的役職にチャレンジしてみようとする生徒の事
例も見られた。
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(質問④)学校と地域が連携してボランティア活動を行うメリットは何だと思いますか。
B指導員 :IttD利点は、幽化晟交流を通 ν 要 年齢の劇 笏 いである。廃 彰 確 認
できた現在7ま、お じいちゃんやおばあ らゃんとの交流があまクなくなつてき
ている。しか し、痴r々の活動 では、様々な御膨場を のガわ 勿型隊て いる。
ボランティア活動を行 うメリットについてB指導員は、異年齢交流だと述べている。
核家族化が進んでいつている中で、シニアガイ ドの指導員の方や観光客で来られる方々
との関わりが持てていることが生徒にとつて大きな利点でもあり、この活動の最大の利
点でもある。ボランティア担当教員の語りの中で、生徒同士のコミュニケーション能力
が高い生徒はたくさんいる。しかし、社会で生き抜いていくためにはいろいろな年齢の
方とのコミュニケーションや関わり方が非常に大事になつていく。言い換えればこの活
動で社会で生き抜く力を身に着けているとも言えるだろう。
また、ボランティア担当教員は異年齢の交流に加えて以下のような語 りをしている。
ボ/~ンティア担当教貞 ′ この活動の機会列 影 れ てぐれ ている地域の人だ瞳れをもつ
たクιてクヽク た 、地域愛力湧曜rえ詐 軌 がヽ高 まっていぐ。こ
のよラだボ/~ンティアガス だを通 して地域 とを発の双方の″
剰 レ 囃 無 吻 つ く ところが ゴ番D利点 である。
生徒が活躍する機会を地域の人が提供してくれることを生徒自身が感 じていること
も活動の利点であると語つている。地域の人が生徒に活動による達成感や満足感を感 じ
てほしいと試行錯誤しながら活動を展開する姿を見て、地域の人に対して憧れを持つよ
うになる。その憧れがやがて地域愛に繋がり自尊心に繋がると述べている。実地研究中
においても、地域の方の家族が、中学校に在籍していないにも関わらず、学校行事 (体
育大会や文化発表会)に来て、ガイ ドボランティアに参加している生徒の姿を見に来ら
れている姿を観察した。学校と地域とが関わることで地域の方が学校に興味を持つよう
になり、学校に参画してくれるようになる。ここからも地域の方と生徒の双方の関係性
が出来ており、まさに「開かれた学校」の機能を果たしていると言えるのではないだろ
うか。
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(3)活動の利点と今後の可能性
活動の利点としては以下の点が挙げられる。
①コミュニケーション能力の育成と対応力の育成
ここで育成されるコミュニケーション能力の育成は、日を見て会話をすることが出来
るなどの対人的な能力に加えて、自身が予想もしていなかつた質問に対しての対応力で
ある。生徒が行 うガイ ドは、県重要指定有形文化財になつている有名な建物である。そ
のため、見学に来られる観光客は、その建物に興味のある博識の高い方が多い。その際、
ガイ ドをするだけでなく観光客の人から質問を受け、中には、ガイ ド内容の間違いを指
摘されることがある。そのような咄嵯の受け答えの対応の仕方を、ガイ ドを行 う中で学
んでいる。ある日の活動日の観察で、観光客の人が女子生徒に対し「君のガイ ドは間違
つているよ。その根拠はどこにあるんだ。」と言われている場面があつた。しかし、そ
の生徒は質問の答えとして「すみません、勉強不足のところがありました。次回までに
は修正してきます。」と答えていた。このようにガイ ドという活動から色々な質問や指
摘が生徒に投げかけられることで、返答の仕方の対応力を身に着けている。また、何人
かの生徒は、難しい質問に対しても身振 り手振りも交えて観光客に伝えていた。普段の
学校生活での生徒間同士のコミュニケーション能力が高くても、初対面の様々な年齢層
の方とのコミュニケーションが高いとは限らない。ボランティア担当教員の先生も言つ
ていたように、「社会に出て役立つコミュニケーション能力の育成」が出来ていると考
える。
②異年齢の方へのガイ ドの成功体験が自信になり、何事も積極的に関わろうとする態度
の育成に寄与。
前述したように、ボランティアガイ ドに参加している生徒は、学校生活でも生徒会に
ツヒ戦したり、文化発表会の際にパー トリー ダーに立候補したりする生徒が多い。その要
因の一つとして、観光客で来られる様々な年齢の人へのガイ ドの成功体験と「どのよう
な場面においても褒める」指導であると推測した。B指導員やボランティア担当教員の
語 りの中でも特に大きく変容したと述べていた生徒C・生徒Dの2名の生徒は、学校生
活では、積極的でない生徒であつたが、ボランティアガイ ドでの成功体験や褒められた
経験を経て自信をつけ、学校生活でも、その自信を生かせることが出来ている。生徒と
ボランティアガイ ドの話をした際も、初対面の方へのガイ ドで「出来た」という成功体
験が何よりも嬉しいと多くの生徒が述べていた。
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③地域と学校が協働 しながら生徒を育成
学校と地域が連携協力してボランティアを行う事で、学校の授業・行事等で地域の住
民が参画しやすいことや地域資源の活用の促進というメリットに繋がつている。A中学
校の文化祭や体育祭などの学校行事にボランティア指導員の方が、足を運んで生徒に声
をかける場面を目にした。B指導員も、「このように地域と学校が日ごろから交流を行
つていると学校へ足を運ぶ回数も増え、何よりも中学生が頑張つているのだから私たち
も何か力になろうと思う」と語つていた。地域の方がこのような思いを抱いていること
で、A中学校では、地域資源を活用した授業展開が出来ている。このように学校と地域
とが交流する機会を作ることで、生徒や学校側と地域の双方にメリットが生まれる。こ
の連携協力こそが、今後重要になつてくる「開かれた学校」のモデルになつていくだろ
う。
④居場所作りに寄与
ボランティアガイ ドの活動が、学校生活に自信を持てない生徒の居場所づくりに寄与
することも分かつた。前述したようにこの活動では、自分を受け入れてくれる他者がい
ると感じる「被受容感」と、無理をしないで本当の自分でいられる状態 「精神的安定」
そして、ガイ ドという役割を与えられ、出来ると褒められるという過程で「自己肯定感」
の3つの要因があると考えられる。特に「被受容感」と「精神的安定」の実感に繋がつ
ているという場面が活動の観察の中からいくつか観察できた。ボランティアガイ ド指導
員の方と生徒との関係性が、祖父母と孫のような家族的な関係性と類似しており、上述
した効果や居場所づくりに繋がつているのではないかと推測される。生徒Bも卒業の際
「俺の居場所はここやつた、もつといろんなことを教えてほしかった」と答えたそうだ。
これはあくまでもA中学校の1つのケースであるが、学校外で地域の人と関わることで、
学校生活に自信が持てない生徒への居場所づくりに寄与することが推測される。
⑤今後の可能性         ´
ボランティアガイ ド活動中の観察やA指導員又ボランティア担当教員からのインタ
ビュー調査から、前述したような効果が得られることが出来るのではないかと推測した。
しかし、生徒側と地域側の課題が出てきた。生徒側の課題として、活動に満足している
生徒と活動に満足していない生徒がいることが分かつた。その原因の一つがガイ ドとい
う活動に限定されていることではないかと考えた。また、活動日に観光客がたくさん来
場されないという問題である。これらの課題に関しては、学校と地域が解決に向けて
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様々な取り組みを行つている。しかし、その活動に生徒が参加 していないのである。満
足度が高かつた生徒の取り組みを見てみると英語でのガイ ドを行つている生徒数人は
満足度が高かつた。このことから、従来のガイ ド限定という活動だけでなく、新たな取
り組みを行 う事で生徒の活動に対する満足度が上がるのではないかと考えた。その新た
な取り組みとして、生徒も参加する集客活動が良いのではないかと考えた。そのため、
ガイ ドに加え、集客活動に関わる活動を組み込んだ年間活動計画を提案し、新たな可能
性を模索した。以下に年間活動計画を示す。
表 1年間計画 (例)
活動前 :参加していない生徒に告知をする。
(伝える内容)
・活動内容  ・活動の大まかな概要
・現在参カロしていない2年生、3年生も参加できる
4月:ボランティアガイ ドの概要の説明
活動の意義、身につけさせたい力の確認、A中学校の生徒がボランティアガイ ド
を行う必要性の提示、活動の概要の説明。
5月:観光客を集めるための宣伝方法等の話し合い。
(話し合い内容)
0役割分担 ・ポスターにするのか、チラシにするのか
・ どこに貼るのか ・配布手段 (教育委員会に渡すか、地域に渡すか)
0どのような配り方か
・宣伝内容 (行事の告知と合わせるのか、A中学校が行つているボランティアガ
イ ドのみの宣伝告知をするのか)
6月:宣伝方法の実践。宣伝チラシの作成
宣伝チラシの配布、シニアガイ ドの指導の下、ガイ ドの練習・ガイ ド実施。
シニアガイ ドの指導の下、ガイ ドの練習・ガイ ド実施。
シニアガイ ドの指導の下、ガイ ドの練習・ガイ ド実施。
(振り返りの視点)
・ガイ ドを行つてよかつた点 ・ガイ ドの修正点や反省点
・修正点や反省点を次はどのように克服していくか
7月
8月
9月
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。今年度行つてきたガイ ドの感想。0来月以降行つてみたい活動
10月:播磨地方が祭りであるため、観光客が少ない可能性がある。午前と午後の
どちらかで宣伝活動の振り返り、改善案の作成。
(宣伝活動の振 り返りの視点)
・宣伝方法の内容の確認
0人目につくようなポスターやチラシになつていたか
・宣伝告知の再検討・役割分担の再構築
11月:林田まちなかあるきを含め多くのイベントが開催されるために観光客が多
く来られる可能性が高い。ガイ ド活動に専念。 1年生ガイ ドデビュー。 1年生ガ
イ ドの振り返り
(1年生の振 り返りの視点)
・ガイ ドを行つての感想
・ガイ ドを行つてよかつた点 ・ガイ ドを行つて反省点や改善点
・反省点や改善点をどう克服していくか
12月:「灯りの祭典&ふれあい冬まつり」が開催されるため、多くの観光客が来
場する可能性が高い。ガイ ドに専念。
翌年2月:ガイ ド、1年間を通しての活動の振り返り、次年度に向けた話し合い。
(振り返りの視点)
・今年の活動でよかつた点と反省点
・反省点を来年度どう克服していくか
・来年度新たに取り組みたい活動や挑戦してみたい活動
このように筆者なりの年間活動のスケジュールを立てた。部活動の試合や学校行事の
都合上変動するかもしれないが、生徒の活動をメインに考えていく事が、さらにボラン
ティアガイ ドを発展させていく事に繋がるであろう。その生徒の活動は、ガイ ドに加え
現在は、観光客集客活動であると考える。観光客集客に向けて生徒間での役割分担をし、
生徒同士で話し合いを行い、実践することで新しい取り組みを生徒自ら作り上げていく
ことが、満足度の向上につながるのではないかと考える。また、B指導員が語つていた
身につけさせたい力の1つ「考える力」の育成にも、この観光客集客活動は繋がるので
はないかと考えている。
また、ガイ ドの年間活動の真ん中の位置に相当する9月に今年度のガイ ドを行つての
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感想と来月以降行つてみたい活動を生徒に自由記述させる計画を立てた。この狙いは、
1つ日に生徒のガイ ドについての正直な気持ちを知ことである。2つ目は、その生徒の
思つていることや気持ちを受けて、今後の活動運営の修正などを行つていく材料にする
ことである。そうすることで活動全体の振り返りも出来て、生徒の意見を組み込むこと
が出来た生徒 。学校 0地域と共に作り上げていく活動になつていくのではないだろうか
と考えている。
上記の課題以外にも、部活動の試合等も重なり活動日に多くの生徒が参加できない課
題も明らかになつた。日程調整を含めた参加人数の確保は、部活動との試合の兼ね合い
もあり難しい課題になつてくるであるが、その中でも部活動に気を使つてしまい参加出
来ないでいる生徒の問題に関しては対策等が可能であろう。例えば、あくまでも部活動
が優先であるが、ボランティアガイ ドに参加したいと言えるような部活動体制を整える
ことや、職員朝礼などで今月の活動日を伝え、日程調整等に努めるなどの少しの配慮は
可能ではないだろうか。部活動が主であるが、生徒が遠慮することなくボランティアガ
イ ドに参加できるような体制を整えることが必要になつてくる。
4.総合考察と今後の課題
本論では、インタビューを通して、学校と地域が連携・協力して活動を行うことで生
まれるメリットと今後の可能性という視点で研究を行つた。近年「開かれた学校」作り
が重要視されている中でA中学校の取り組みは、今後の教育活動の 1つのモデルとなっ
ていくだろう。本研究のA中学校における学校外の活動を通して、学校生活では自身の
能力をなかなか発揮できない生徒の能力を引き出すことに寄与し、自信をつけさせチャ
レンジ精神を育むことが出来ている点において生徒個々の可能性を伸ばすという面に
おいて、学校外活動は貢献している。しかし、今回の研究では、学校・地域・生徒にと
っていくつかのメリットが生まれていることが分かつた反面、活動に満足している生徒
と満足 していない生徒の二極化 という新たな課題や指導方法の違いから生じる生徒
個々のガイ ドの内容の違い、地域の指導員の方の遠慮などによる活動方針などの情報の
共有が充分に出来ていない課題等が明らかになつた。このA中学校のボランティアガイ
ド活動を発展させていくためには、2点の取り組みが重要になつてくる。
1点目は、学校と地域の融合された組織体制の確立が必要不可欠であると考える。前
述 したがこの活動は部活動ではない為、時間的な制限もあり運営が難しい部分もある。
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しかし、組織作りを行 う事で活動の発展が見込めるのではないかと考えている。インタ
ビュー調査から地域の方は、このボランティアガイ ドが部活動ではないという認識があ
る為、問題が生じた場合学校側にも対応を依頼したりなどは行つていない。確かにあく
までも地域と学校の交流ではあるが、今後の「開かれた学校」の構築という視点で見る
と学校と地域との融合された組織作りが重要になってくる。このような困難さを解消す
る解決策の 1つに学校支援地域本部事業の組織体制が参考になつてくるのではないだ
ろうか。この学校支援地域本部事業で最も参考にしていきたいところは、コーディネー
ター役が存在し、学校・生徒・地域の方の三者が話し合う場を設ける等の組織作 りが出
来ている点である。A中学校の組織体制はこのコーディネーター役の存在が完全に確立
していない為、学校・地域・運営協力団体との意見交換の場もなく、活動の方向性のば
らつき等が出てきているのではないかと推測している。このコーディネーター役は転勤
がある教員よりも、地域の実態などを知っている地域住民の方が最適であろう。コーデ
ィネーター役が基礎となり学校と地域とが融合 した組織作りを展開することでよリー
層効果が生まれる「開かれた学校」作りが出来るのではないかと考えている。
2点目は、情報を共有する場の設定である。A中学校も情報共有の場の 1つとして、
ガイ ドボランティアのガイ ド建造物の勉強会を、A中学校内で夏休みに行つている。し
かし、そこに地域の方は参加 していない。ガイ ドの内容が生徒個々に違いが生じている
と言 う課題があつたが、このような全生徒が集まる場で代表者が説明解説を行 う事でガ
イ ド内容の統一化は可能ではないだろうか。ガイ ド内容等の確認を行 う情報共有の場を
設定することで、B指導員の挙げる問題点の改善が出来ると考える。地域側は、現在、
学校と地域との「交流」という考えが強いが、それに加えて、「連携」という視点も、
少し組み込んでもらいたい。あくまでも上記の2点は提案である。現在、このボランテ
ィア活動を発展していくために、学校と地域がアイデアを出し様々な取り組みを展開し
ている。そのため、今後さらなる活動の発展が期待される。本研究で取り上げたA中学
校の地域連携の取り組みが、今後の「チーム学校」としての1つのモデルとなることを
期待する。
今後の課題としては、地域と学校が連携して活動を行う事で、変容した生徒の事例は
いくつかあつたが、「対象生徒が変容できた要因」「学校生活と学校外活動での気持ちの
変化はあつたのか」などといつた対象生徒の気持ちについて、心理的な知見から十分に
検討できていない。それらの心理的な部分を追求していくことで、上述した効果以外の
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学校外活動が生徒に与える影響や可能性について明らかにすることができるのではな
いだろうか。さらに、生徒に対する適切な関わり方や、望ましい組織体制が模索するこ
とができるのではないかと考える。
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難 を養う必要がある。つ
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この活動を通して身につけさせたい力は、2点ある。まず1点日は、自分の住んでいる町の歴史や伝続を自分の言葉で相手にわかりやすくたくさんの人
に伝えられるようになってほしいという点である。その際、自分が理解せず教えられたことだけを相手に伝えると上手く伝えることが出来なぃ。そうでは
なく、自分なりに解釈し、的確に伝えられる力を身に着けてほしいと思っている。J
2点目は、言われたことを鵜番みにするのではなく、背景を考えたり、Alnlを持ったりするなど、様々な視点から考える力を身に着けてほしいという点
である。これらの力ll、ガイドボランティアの特徴でもある様々な年齢の方との交流や観光客との教え・教えあうといった活動の申で身についていくと推
lllしてヽる。p
理論記
述p
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2年生 内申点が上がると聞いたから。
兄弟がやつていたから。
親に勧められたから。
友達がしているし、ガイ ドがやってみたかつたから。
楽しそうだつたから。
3年生 三木家について知りたかつたから
歴史に興味があつたから。
林田の事をもつと知りたかつたから。
欠点の克服をしたかつたから。
先輩に誘われたから。
林田の知名度を上げるため
疑間を解消するため。
人と接したり、話したりするのが好きだから。
ガイ ドそのものにあこがれがあつたから。
(appendix2)ボランティアガイ ドを行おうと思つたきつかけ。(アンケー ト調査)
(appendix3)ボランティアガイ ドを経験して良かつた事 0面白かつた事。
(アンケー ト調査)
2年生 |。相手が笑つてくれること。
・別になし。
・お客さんに逆に教えてもらうことがあること。
・英語ガイ ドした際、お客さんが相づちしてくれたこと。
・褒められたこと。
・意外と知識が増えたこと。
・お客さんが来なければ役に立たないので面白くない。
・ガイ ドの勉強をすること。
・季節の物を見れる。
・積極的に話せるようになつた。
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3年生 |・笑顔でお客さんが帰つていくのを見て、うれしかつた。
01つ1つで成功していくと達成感があるので楽しい。
・人とのつながりにより知識が増え、他者と話をしたり、ガイ ドのときの談話
などで役立つ。
・ガイ ドを行う前よりも トー クカが身についたり、協力するようにもなつた。
。三本家の秘密が毎回わかるのが面白い。
・初対面の人でもガイ ドすることで気軽に話しかけれるようになつた。
・ボランティア指導員の方とも仲良くなれ、学校の帰 り道などで声をかけてく
れたりしてすごく嬉しい。
・歴史に詳しいお客さんが資料には載つていない豆知識を教えてくれたりして、
会話が弾み面白い。
・質問や会話の仕方が少し上手になつた。
・いろいろな方とコミュニケーションを取ることで出来るので、様々な話を聞
くことができた事。
・初対面の人でも話が出来るようになつた。
・貴重なものをたくさん見た事。
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